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研究成果の概要： 
 降河回遊性のウナギ属魚類と両側回遊性のボウズハゼ(Sicyopterus japonicus)について、フ
ィールドワークを通じた生活史および生態に関する研究を行った。その結果、ボウズハゼの生

活史は熱帯のボウズハゼ亜科魚類の生活史と異なり、完全に四季に対応した生活史を持つこと

が明らかになった。また、ボウズハゼ亜科魚類はヨシノボリ属魚類やアユと同様の両側回遊魚

であるが、両者の仔魚期の海洋生活様式には本質的に大きな違いがあった。すなわち、ボウズ

ハゼ亜科魚類は海洋生活期に大規模に分散して，全く母川回帰はないが、ヨシノボリ属魚類や

アユは、海域での分散は少なく、結果として母川に回帰する傾向があるものと考えられた。ボ

ウズハゼ亜科魚類の海洋生活期の大規模分散はウナギ属魚類と類似しており、さらに、この特

性はボウズハゼ亜科魚類が熱帯島嶼域に広い分布域を持つに至った理由の一つと考えられた。 
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１．研究開始当初の背景 
 「回遊」は、魚類をはじめとして、イカ、
ウミガメ、クジラなど、広く水圏に棲む生物
にみられる普遍的現象である。サケの母川回
帰やウナギの産卵場は動物行動の謎として、
古くから人々の興味を集めてきた。一方、回
遊は繁殖・成長などの生活史要素や資源変動

にも深く関わる重要な行動でもある。また、
一生のうちに海と河川を往き来する通し回
遊魚の中には、サケマス、ウナギ、アユなど
水産重要種が数多く含まれる。しかし、回遊
に関する研究例は意外に少ない。北太平洋に
おけるサケの系群問題やサイズの小型化、絶
滅もささやかれるほど深刻なここ 30年間の
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ウナギ資源の激減ぶり、さらにはかつて隆盛
を極めた琵琶湖産アユの放流事業の行き詰
まりなど、これらの難問に直面すると、魚類
の回遊生態に関する基礎的知見が大幅に不
足していることに改めて気付く。今、フィー
ルドワークに根ざした回遊に関する基礎研
究が必要とされている。これを通じて、魚類
の回遊現象の共通原理とそれぞれの種の回
遊における特性を早急に明らかにすること
が重要である。これらの理解に基づいてこそ、
初めて適切にして健全な資源保全の方策と
増殖・管理対策の立案が可能となる。 
 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、低緯度域に卓越する降河

回遊性のウナギ属魚類と、中緯度域に多い両

側回遊性のボウズハゼをモデル魚類として、

フィールドワークを通じてそれぞれの生活史

および生態研究を行い、魚類における通し回

遊現象がいつ、どこで、どのように起源し、

進化してきたかを明らかにすることにある。

また、これらの成果を他の通し回遊性魚類の

既往の知見と比較することによって、通し回

遊現象の共通原理と、それぞれの種における

回遊特性を明らかにすることもねらいとする。 
 
 
３．研究の方法 
 フィールドワークを通じてウナギ属魚類
とボウズハゼの生活史および生態に関する
研究を行い、それぞれの回遊特性を明らかに
し、他の通し回遊魚と回遊特性を比較する。 
 
(1)ボウズハゼ 
生態調査：和歌山県太田川の河口に定置網を
設置し、ボウズハゼ仔魚の採集を行い、加入
時期、個体数およびサイズを明らかにする。
また、太田川に定点を設置し、毎月、ボウズ
ハゼの採集を行い、雌雄の肥満度、雌の生殖
腺重量の経月変化を調べ、産卵期を明らかに
する。さらには、夏季に小型網により河川を
流下する孵化仔魚を採集し、その期間と個体
数を明らかにする。 
耳石解析：加入調査で採集された仔魚の耳石
の日齢を光学顕微鏡で計数し、海洋生活期を
推定する。また、河川で採集されたボウズハ
ゼの親魚の耳石を用いて、年齢を査定する。 
 
(2)ウナギ属魚類 
形態および分子形質の精査：ウナギ属魚類の
形態計測および分子遺伝学的手法を用いて、
種間、亜種間、そして集団間の差異を検討す
る。 
 
(3)回遊特性の比較 

 熱帯域に生息するボウズハゼ属魚類およ

び温帯に生息するヨシノボリ属魚類やアユ

とボウズハゼの両側回遊魚の生活史と生態

を比較し、本種およびボウズハゼ属魚類の生

活史と回遊生態の特性を浮き彫りにする。 

 
 
４．研究成果 
(1)ボウズハゼ 

 2006年4月から8月に和歌山県太田川の河

口で定置網を設置し、ボウズハゼ仔魚の河川

への加入調査を行った。その結果、仔魚は 4

月18日から8月26日まで採集され、加入の

ピークは4月下旬から5月中旬であった。こ

の調査から本種の仔魚は、上げ潮に乗って河

川へ加入することが明らかとなった。また、

2007年3月17日から9月20日まで、同河川

にて昨年と同様に定置網を設置し、ボウズハ

ゼ仔魚の河川への加入調査を行った結果、

2007年の加入期間は4月13日から8月11日

までの約4ヶ月間であった。この結果と2006

年の結果を比較すると、加入時期は同じであ

るものの、仔魚の採集個体数は 2006年に

12,766個体、そして 2007年に 372個体と大

きな変動があった。 

 ボウズハゼの海洋生活期間を推定するため

に、2005年 4月 30日に太田川で採集した仔

魚 30個体の耳石を用いて日齢査定を行った。

その結果、これらの仔魚の海洋生活期間は173

日から253日であり、そして孵化日は8月21

日から11月9日と推定した。加入仔魚から逆

算した孵化日と太田川における産卵期(7月下

旬から8月中旬)が一致しないのは、太田川で

の産卵期よりも長い産卵期を持つ他の河川か

ら孵化した個体が太田川に加入していること

を示唆する。この考察は、本種の集団構造が

メタポピュレーションを形成し、それは仔魚

の海洋生活期の分散から生じるとの分子遺伝

学的研究結果を支持する。一方、高知沖でボ

ウズハゼ仔魚が採集された例から、本種が黒

潮を使って長距離分散している事実が示され

た。 

 ボウズハゼの河川における生態調査を3年

間に亘り行った結果、本種の生活史は熱帯の

ボウズハゼ亜科魚類の生活史と異なり、完全

に四季に対応した生活史を持つことが明ら

かになった。すなわち、河川水温、雌雄の肥

満度、雌の生殖腺重量の経月変化の観察結果

より、本種は春に活動を始め、夏に産卵、秋

に栄養を蓄え、そして冬に越冬するという明

瞭な季節性を示した。本種の生態は、他の熱

帯に生息するボウズハゼ属魚類とは大きく

異なることが明らかになった。また本種の最



 

 

高齢は6歳であり、加入して1年後から雌雄

ともに繁殖に参加した。 

 太田川のボウズハゼ仔魚の流下時期は7月

から9月の3ヶ月間で、夜間、一斉に流下す

る。仔魚の加入および流下時期についても本

種は、熱帯のボウズハゼ亜科魚類と比べ、短

いことが分かった。さらに、太田川に加入す

るボウズハゼ仔魚の日令査定を行い、その海

洋生活期は熱帯のボウズハゼ亜科魚類に比

べて2～4倍長いことを明らかにした。 

 

(2)ウナギ属魚類 

 オーストラリア東海岸に生息するAnguilla 
australis australisとニューカレドニア・
ニュージーランドに生息している A. 
australis schmidtiiの模式標本を含む 125

個体を用いて、24の外部形態と脊椎骨数の変

異を調べた結果、両亜種の17形質間に統計学

的有意な差異が認められた。 

 ウナギ属魚類の中で最も分布域が広範囲

なオオウナギ(Anguilla marmorata)の脊椎骨
数を用いて集団構造を検討し、さらには本種

の初期生活史と分子遺伝学的集団構造の結

果も踏まえた結果、4つの地域的な集団(イン

ド洋・北太平洋・ミクロネシア・南太平洋)

を推定することができた。 

 ウナギ属魚類の亜種間の形態および分子

形質を、種間とA. marmorataの集団間の形
態および分子形質と比較した結果、亜種間の

差異は、種間の最も小さい差異より小さく、

そして集団間の最も大きい差異以上であっ

た。 

 フィリピン・ルソン島北部のカガヤン川上

流で採集したウナギ属魚類29個体を基に新

種Anguilla luzonensisを記載した。この有
効種は、ウナギ属魚類において1938年以来

70年ぶりの発見である。 

 

(3)ボウズハゼ属魚類の回遊特性 

 ボウズハゼ亜科魚類はヨシノボリ属魚類

やアユと同様の両側回遊魚であるが、両者の

仔魚期の海洋生活様式には本質的に大きな

違いがあるものと考えられた。すなわち、ボ

ウズハゼ亜科魚類は海洋生活期に大規模に

分散して，全く母川回帰はないが、ヨシノボ

リ属魚類やアユは、海域での分散は少なく、

結果として母川に回帰する傾向があるもの

と考えられた。ウナギ属魚類と同様の海洋に

おける大規模分散は、ボウズハゼ亜科魚類が

熱帯島嶼域に広い分布域を持つに至った理

由の一つと考えられた。 
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